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1は じ め に

近年、コーデツクス委員会において食品中 Cd濃度に

ついて国際的な基準値の設定が検討される等の状況変化

が生じ、農作物中の Cd濃度をよリー層低減させるよう

な土壊管理指針の策定が必要となった。

農作物によって吸収される Cd量と土壌中 Cd濃度と

の間には必ずしも相関関係が成立せず、このことが土壊

管理指針の策定を難しくしている。この原因の一つは、

土壌の Cdが、どのような形態 (化学形態)で存在し、ど

の化学形態の Cdが作物に吸収されるのかが必ずしも明

らかになつていないことにある。

Cdの化学形態分析には Mこarenら が土壌中の銅の分

別に用いた方法
つやその改良法 つなどが用いられている

が、Cdイヒ学形態の垂直分布を土壊の構造 (層位別、耕

盤層等)の観点から調べた報告は未だ無い。

そこで、cd化学形態の垂直分布を土壊の構造の観点

から調べた結果について報告する。

2試 験 方 法

(1)調査圃場

東北地方の代表的 Cd汚染圃場 5地点につき Cdの垂

直分布を調べた。土壌の種類は次の通りである。

地点1:細粒灰色低地土(CEC:302mo/Q塩酸可溶性Cd

20mg/贈 )

地点2:灰色低地上、下層黒ボク(CEC:21 8me/1∞ g,塩酸可

溶性C● 2 4mg/kgl

地点3:中粗粒灰色低地土(CEC:23 2me/1∞ g,塩酸可溶性

Cd2 6mg/kυ

地点4:中粗粒グライ土(CEC:34 6me/100g,塩酸可溶性Cよ

4 6mg/kD

地点5:腐植質黒ボクグライ土(CIC:21 0mo/1∞ ι塩酸可溶

性Cd3 6mg/kD

(2)試料採取法

水稲収穫後の秋に回場の中央 1カ所につき堀取 り調査

を行ない、代掻きが行われた層、代掻きより下の耕起の

み行われた層、耕盤層を含む層、耕盤層以下の層 (地点

1のみ耕盤層以下を更に2層に分けた)に分けて Cd汚

染土壊を垂直部位別に採取 した (地点 2-5は表土から

代掻きの行われた層を更に表層 lcm及びそれ以下に分

けた)。

(3)土壌からの化学形態別 Cdの抽出法

5gの乾土に 50mlの 0 05MCaCl,を 加え30℃で24時

間振とうさせ、抽出されたCdを交換態 (水溶態を含む)

cdと した。残さを 50mlの 25%酢酸で同様に抽出し、

無機物結合態 cdと した。残さを更に lMビロリン酸カ

リウムで抽出し、有機物結合態 Cdと した。抽出液中 Cd

濃度の定量は ICP AES又 はMSで行つた。

3 試験結果及び考察

地点 3～ 5でやや高めの傾向があるものの栽培地域に

よる差や土壊の種類による差は判然 としなかった (図

1)。

層位別には、 3態の Cd濃度は 1地点 (地点5)の土

壌において耕盤層以下 (耕盤層含む)で上がつていた (図

1)。

また、Cdは 3態とも耕盤層上の作土で濃度差が見ら

れず、ほぼ一定の傾向であつた (図 1)。
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以上の結果より、Cdは 3態 とも耕盤層上の作土で垂

直方向に濃度差が見られずほぼ一定の傾向であつた。

これは耕起等で攪乱があつた影響が大きいと考えられ

るが、自然界の平衡を破って少しでも河川に Cdの汚染

がカロわれば Cdの土壊汚染が進行する、と言 う報告 "も

あり、土壊中 Cdの化学形態変化や土壌中で Cdが移動

して Cdの垂直分布が一定となつた可能性も考えられる。

今後、この可能性について検討 していく予定である。
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図1 土壌中の形態別 Cd濃度の垂直分布
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